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にて腸管気腫の増悪が見られ，再入院となった。
［経過］
再入院翌日よりHBO（症例1と同条件）を開始したと
ころ，腸管気腫は改善傾向が見られた。67日間で計
33回のHBOを施行し，腸管気腫は消失したため，第
96病日に退院。
【考察】
PCIの症状は消化器症状が多いとされている。続
発性の基礎疾患として，胃十二指腸潰瘍・幽門狭窄・
腸閉塞・虫垂炎・虚血性腸炎・炎症性腸疾患・消化管
吻合術後・COPD・喘息・膠原病などである。
発生機序としては
①　機械説（腸管内圧の上昇）
②　細菌説（ガス産生菌）
③　肺原説（肺胞障害による縦隔を経由したガス）
④ 　化学説（トリクロロエチレン，ステロイド，免疫
抑制剤，αグリコシダーゼ阻害薬など）
⑤　外傷説
などの仮説が挙げられている1）, 2）。
症例1は腸瘻による粘膜障害が存在し，腸管内圧
上昇を伴ったために発症したと推察された3）。
症例2はステロイドによる発症と考えられ，その発生
機序はパイエル板などの粘膜下リンパ組織の減少によ
る粘膜組織の損傷および粘膜抵抗性の減弱や粘膜修
復過程の遅延などが考えられる。4）

［治療法］
治療法は外科的治療か保存的治療の選択となる5）。
PCIの保存的加療としては①絶食②高濃度酸素投
与③高気圧酸素療法が挙げられる。
気腫内ガスは窒素が90％を占めると報告されてお
り，酸素投与により酸素分圧を高めることで気腫内の
窒素が酸素に置換され，その酸素が吸収されること
で気腫が改善する機序が考えられている。そのため，
HBOは有用と考えられており，外科的治療を回避でき
る可能性がある6）, 7）。
PCIに対するHBOプロトコールは存在しないが，上
記より純酸素による加圧が有用と考えられ，HBO施行
回数は上記症例から考えると腸管気腫が無くなるまで
十分な回数のHBOを行うことが重要と考えられた。
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【はじめに】
腸管（嚢胞様）気腫症（Pneumatosis cystoides 
intestinalis：以下PCI）は消化管壁内に含気性嚢胞が
出現する稀な疾患であり，様々な要因で生じるとされ
る。高気圧酸素療法（Hyper baric Oxygen Therapy :
以下HBO）を用いた保存的加療が有用であったPCIの
2症例を経験したので報告する。
【症例1】　70歳代　男性
［既往歴］　膵炎
［現病歴］
3年前に急性膵炎を発症し，膵管内乳頭粘液性腫
瘍を指摘されていた。その後，急性膵炎を再発したた
め，手術目的に消化器外科に入院。某日，亜全胃温
存膵頭十二指腸切除術が施行された。
［経過］
術後，胃内容物排出遅延のため経口摂取が進まず，
術後41日目の腹部レントゲンで腸管気腫を認めた。腹
部単純CTを追加したところ，広範囲の腸管気腫と後
腎傍腔にfree airを認めた。門脈ガスは認めず，腸管
の明らかな虚血性変化や閉塞起点も認めなかった。血
液検査上も異常所見は認めなかった。PCIと診断し，
術後48日目からHBO（純酸素 2.0絶対気圧加圧下 60
分 １日１回）を開始した。その後，胃内容物排出遅延
も改善し，腸管気腫も消失した。5日間で5回のHBO
を行い，術後59日目に退院。
【症例2】50歳代　男性
［既往歴］
4年前より多発性筋炎と間質性肺炎の診断で当院膠
原病内科に通院中（ステロイド内服）。
［現病歴］
受診日に施行した胸部CTで腸管気腫が写っており，
腹部CTを追加した。上行～横行結腸にかけて腸管
気腫を認めたため，PCIと診断し，入院加療となった。
画像上，肝表面にfree airを認めたが，門脈ガスは認
めなかった。腸管の明らかな虚血性変化や閉塞起点
は認めなかった。
入院後，絶食と酸素投与で改善が見られたため，
第23病日一旦退院となったが，退院3週間後の外来


